
●標準日当たり作業量の補正 
  土木工事標準歩掛において、日当たり作業量が設定されている工種において、道路維持工事等で、現

場条件等により作業効率が低下するため、実態調査結果に基づき、特定歩掛について日当たり作業量
の補正を試行する。なお、日当たり作業量の補正係数は0.8とする。 

●対象工事 
  道路修繕工事、電線共同溝工事及び道路維持工事 
 
 
 

その他地域 大都市地域のみ 

対
象

細
別

 

 
・下層路盤、上層路盤、基層、中間層、表層 
 薄層カラー舗装 
 
・Ｌ型側溝、管（函）渠型側溝、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＵ型側溝、
ｺﾙｹﾞｰﾄﾌﾘｭｰﾑ、自由勾配側溝、側溝蓋、管渠、ｺ
ﾙｹﾞｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ、街渠桝、集水桝、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ街渠桝、
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝、ﾏﾝﾎｰﾙ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾏﾝﾎｰﾙ、蓋 
 
・路面切削 
・舗装版切断、舗装版破砕 
・切削オーバーレイ 

0.8補正 
  適用範囲の拡大 

維持修繕で通常使われる工種については、 
大都市地域のみ対象 

維持修繕と改築で共通で使われる
工種については、地域限定しない 

（間接工事費の大都市補正対象地域） 

「日当たり作業量の補正」について 
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